
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・小麦粉は身近でお菓子作りなどで馴染みがあったが、片栗粉は名前も出でこな
かった。感触や水を入れた時の素材の変化に驚き、感じたことを友達と話しながら
共感していた。
・小麦粉は山を作ったり手形を取ったりと手や指先を使って感触を楽しみ、水を含
ませたあとのベタベタと張り付く感触を楽しんでいる子もいた。固めたり、丸めて
伸ばすなど、うどんでも作るような動作をしたり、型抜きも楽しむ子どももいた。
・素材を２つ用意したが、１つの素材でしっかりと保育士が問いかけをし、子ども
の探究心を引き出せるように関わっていけばよかったと思う。
・片栗粉は熱を加えるとまた違ったものに変化するので、その部分で子どもの探究
心を引き出せたらと考えるている。
・小麦粉は、調理保育などでまた違った形で、関心を持てるようにしたい。

・片栗粉は素材名を伝えても「知らない」「見たことはあるけど、わから
ない」と答えたが、小麦粉はパンやうどんといった料理名が上がる馴染み
のある素材だった。袋の上から押して「ザリザリ言ってる」「雪みたいな
色」と関心を持ち始め、直接見て触って「気持ちいい」「冷たい」「雪み
たい」と話す。感触を楽しんでいるうちに「水を入れたらどうなるんだろ
う」と少しずつ入れていくと「固まった」「糊みたい」と感じたことを話
していた。手に付く片栗粉を見て「僕の指がとけたみたい」や「ぎゅって
やったら水が出た」など不思議な感触を感じていた。小麦粉は、テレビな
どの動画で見たことがあるようで「こうしたら固まるよ」と言いながらま
とめたり、伸ばしたり型抜きをしたりと粘土遊びのような感覚で感触を楽
しんでいた。

５歳児…感触（片栗粉・小麦粉に触ろう）

・1回目の感触は「泡」で柔らかく空気のようなものだったので、今回は指先で
しっかりと感触を感じられる素材を使って行いたいと考えた。
・給食の時間に「砂糖は甘いし、塩はからいよね」「パンは小麦粉使うんだよね」
など食材や調味料の話題になることがあるので、粉だけの感触と水を入れたときの
感触の違いの楽しんでほしいと考え素材を選んだ。

２.活動スケジュール

・5人、8人の2グループに分かれて行った。
・袋の上からの感触や音、直接触ってみての感触や水を混ぜたときの感触
を楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

令和6年10月28日

〇素材を袋の上から触ってみ
て、素材名や感触について問
う
・「見たことはあるけど、わ
からない」
・グーで押して「ザリザリ
言ってる」
・雪みたいな色
〇「袋から出して触ってみた
い」のつぶやきに対し、たら
いに出すことを提案。
・「気持ちいい」「冷たい」
「雪の世界みたい」
・「砂糖みたい」や頭上から
落とした様子を見て「雪が
降ってるみたい」と話す。
〇粉の感触を楽しんでいるう
ちに「水を入れたらどうなる
んだろう」とつぶやいたの
で、ペットボトルの水をコッ
プに移し、少しずつ入れてい
く。
・「固まった、糊みたい」
・「僕の指がとけたみたい」
「ボンドみたい」「お餅みた
い」とつぶやく

・シートを敷いた上に片栗粉500グラムを５袋とたらいを３個用意する。
・ペットボトルの水2本、透明のコップ、絵の具（赤、青、黄色）を用意
する。
・小麦粉１ｋｇを３袋、ペットボトルのむ水２本、たらい３個用意する。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


